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第１８８話 

  現在、午前９時。秋晴れ。快晴。最高の天気です。 

  昨日の「中秋の名月」は、実に見事でした。おはぎを食べながらの鑑賞でした。 

   

  令和２年度も折り返しを過ぎ、これからが後半の勝負です。目指す生徒像に向け、 

 知恵を出し合い、工夫を凝らしながらの教育活動を日々実践して行きます。 

  コロナ禍で、適切な判断を下すことがより困難さを増している中、最後は自分を信じ 

 ること、責任をもつ覚悟・気概が大切であることを実感する毎日です。校内で感染が発  

覚したら、明日以降の日課は全て組み替えていかなくてはいけない。 

危機管理に気を抜くことは決してできず、研ぎ澄ましていく必要があります。 

強運を呼び込んで行きたいです。 

 

 「 まったく関わりない偶然としての幸運などない。 

   積み重ねた努力や、 

   そうした自分を盛り上げてくれる人たちに、 

   応えようとする気力が、無意識のうちに 

   局面に最良の一手としての「強運」を 

   導いてくれるのではないか。 」   （谷川浩司／将棋棋士） 

 

 


